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2022-23年度年次目標 

ロータリーのビジョン声明
私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の
中で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが
手を取り合って行動する世界を目指しています。

 
 

優先事項1「より大きなインパクトをもたらす」の目標
1. ポリオを根絶し、ロータリーの役割を強調する。 
2. 2025年までに恒久基金を20億2500万ドルとし、年次基金とポリオプラスへの寄付を増やす。 
3. 特にロータリーの七つの重点分野において、新たなパートナーシップを築き、同分野で成果を上げて

いるクラブ、地区、国際プログラムおよびプロジェクトにスポットライトを当てる。

優先事項2「参加者の基盤を広げる」の目標
1. 影響力を持った人びと、目的に基づき行動する人びと、世界を変える行動人としてのロータリーの国際

的な立場を向上させる。
2. 新しく革新的なクラブや参加を促す経路を新設し、発展させる。 

優先事項3「参加者の積極的なかかわりを促す」の目標
1. 個人的成長、リーダーシップ開発、奉仕、ネットワークづくりの機会を通じ、ロータリーの中核的価値観

を支える会員の参加促進ツールを向上させる。
2. 特にロータリー、ローターアクト、インターアクトクラブのすべての参加者の連携を強める。 

優先事項4「適応力を高める」の目標
1. バーチャルでのつながりの活用を支援・推奨し、対面式の会合、研修、ファンドレイジング、奉仕プロ 

ジェクトを最適化する。 
2. ロータリーファミリーのすべてのリーダーシップレベルで多様性、公平さ、インクルージョンが実現でき

るよう取り組みを強化する。 
3. ロータリーの奉仕提供およびボランティアリーダーシップの構成を見直し、効果を高め、責務および説

明責任の所在をより明確にする。 
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ロータリーの多様性・公平さ・インクルージョンの取り組み 
 

 

ロータリーで私たちは、持続可能な良い変化を生むために人びとが手を取り合
って行動する世界というビジョンの実現には、多様性があり、公平で、インクルー
シブ（包摂的）な文化を培うことが不可欠であると理解しています。

私たちは多様性を重んじ、すべての背景、年齢、民族、人種、肌の色、障害、学習
スタイル、宗教、信条、社会経済的立場、文化、婚姻状況、使用言語、性別、性
的指向、ジェンダー自認だけでなく、異なるアイデア、考え、価値観、信念を持つ
人びとによる貢献を大切にします。

ロータリーへの入会、参加、リーダーシップの機会といった面で、歴史的に特定
のグループの人びとが障壁に直面していたという点を認識し、すべての人が成功
のためのリソース、機会、ネットワーク、支援への必要なアクセスを得られるよ
う、地域社会でのパートナーシップも含め、ロータリーのあらゆる側面で公平さ
を促進していくことに私たちは全力を注ぎます。 

私たちは、すべての人が目に見える、または目に見えない本質的に独自の資質
を備えていると信じています。また、自分が大切にされているとすべての人が感
じ、帰属意識を持てるようなインクルーシブな文化を築くことに尽力します。

高潔性というロータリーの価値観に従い、DEI（多様性、公平さ、インクルージョ
ン）にいたる旅路において組織として自分たちがどこにいるのかを正直かつ透明
性をもって見据えるとともに、これからも学び、向上し続けていくことに全力を
尽くします。

多様性・公平さ・ 
インクルージョンへの 
ロータリーのコミットメント 
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行動規範
ロータリーの中核的価値観：親睦、高潔性、多様性、奉仕、リーダーシップ 
この行動規範は、ロータリーの中核的価値観を反映しており、世界のほぼすべての国からの、100以上の異
なる言語のロータリアンやローターアクターの責務を説明しています。ロータリーはこの規範を守り、組織の
成長とともにこの規範を発展させていくことに真摯に取り組んでいます。 
中核的価値観と同じく、ロータリアンとローターアクターが、互いに、そしてロータリープログラム参加者、学
友、プロジェクトのパートナー、地域社会の人びとと接する際に、この行動規範を身をもって示すことが求め
られます。本行動規範は、すべてのクラブ、地区、ゾーン、国際ロータリーの会議、研修、行事、そのほか会員
がロータリーを代表する場、My ROTARY、ソーシャルメディアに適用されます。 

期待事項 
クラブ会員、そのほかロータリープログラムなどの参加者、学友、プロジェクトパートナー、ロータリー代表者
は、この行動規範を守ること、思いやりを持つこと、すべての人が尊重され重んじられる協力的でインクルー
シブ、前向きで健全な環境づくりに貢献することを期待されます。 
他者を尊重する言葉を使う
 • 初対面の人には自己紹介をし、希望する人称代名詞（he/him/his, she/her/hers, they/them/theirs）

など、自分を指す際にどのような言葉が使われることを望むかを説明する。人の呼び方は、言いやすい 
ニックネームではなく、本人が希望する名前で呼ぶ。 

 • 大勢のグループの前で話す際には、ジェンダーの前提を避けるために、中性的な言葉を使う。
 • 相手への理解を深めるために、アクティブリスニング（積極的傾聴）を実践する。
 • 言葉の使い方を意識し、地域にあわせて順応させる。ある言葉遣いが、文化によって容認される場合も

あれば、容認されない場合もある。 
 • 文化によって翻訳不可能な俗語・隠語や慣用句の使用を避けたり、その意味を丁寧に説明したりするこ

とで、ロータリーの多様な文化と言語を共有する。 
 • わかりやすく話し、すべての人が理解できない可能性のある略語や専門用語は避ける。 
 • 相手の文化的背景、信仰、性的指向、ジェンダー、その他の特性に関心がある場合には、こうした情報を

共有することに抵抗がないかどうかを尋ねる。そのトピックが会話の内容と関連がない場合、尋ねるのを
控える。 

 • 世代間の対話を促す雰囲気を助長し、人を年齢で言い表すのを避ける。 
サポートを示す
 • 他者の味方・擁護者となり、必要だと思われる場合には介入する心構えをもつ。 
 • 不適切な行為を見たり聞いたりした場合、その影響を受けた人をサポートする形でその行為に対処す

る。 
 • ロータリー会員としてこの行動規範を守り、これに沿った文化をクラブで築き、問題が起きた場合はこれ

に対処する。 
温かく迎え開放的な環境を助長する
 • バリアフリー対策ができている会場、同時通訳、字幕、および／または筆記、そのほかのリソースを必要

に応じて提供することによって、直接対面式またはオンラインで実施するいかなる会合、行事、活動にも、
すべての会員と参加者が全面的に参加できるようにする。

 • クラブやプログラムの慣習を見直し、特定のグループに不快感を与えたり特定のグループを疎外したりす
るおそれのある活動を停止または変更する。 
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 • 温かく迎える環境をつくり、対話、プロジェクト、行事にすべての人を含める。 
 • 可能な限り、アイコンタクト、表情、口調、個人空間、ジェスチャー、（体の）姿勢といった非言語的なコ 

ミュニケーションに注意を払い、それがいかに人と接する能力や共感する能力に影響するかを意識する。
 • さまざまな宗教における重要な日を認識し、それらの慣習に従っている人びとが参加できるように配慮し

た形で行事や活動の予定を組む。
 • さまざまな宗教における重要な日を認識し、それらの慣習に従っている人びとが参加できるように配慮し

た形で行事や活動の予定を組む。 
 • クラブと地区でリーダー的役割を担う機会をすべての人に開く。または、地域社会のパートナー団体と関

わりあう。 
多様性を重んじる
 • 障害者に対するクラブでの認識、理解、受容を高める。 
 • 一つの文化や宗教と関連する奉仕プロジェクトや行事ばかりを実施するのではなく、多様な文化や宗教

の行事を祝う。 
 • 多様性と関連する重要な日を認識し、尊重する。 
 • 特定の人びとを固定概念にあてはめたり、からかったりすることを避ける。 
 • 異なるジェンダーを認識し、尊重する。

行動規範にかかわる懸念を報告する 
この行動規範に反する行為があったと感じた場合、Eメールでご連絡ください
（DEI.Inquiries@rotary.org）。 

成人ハラスメントの問題を報告する
ロータリー章典に従い、ロータリーは現在、会合、行事、活動においてロータリアンまたはローターアクター
がかかわるハラスメントの問題を報告するための以下の規定を定めています。
ロータリーは、いかなる形のハラスメントもない環境を維持することに力を注いでいる。ハラスメントとは大
まかに定義すると、個人またはグループを、あらゆる特性1（年齢、民族、人種、肌の色、能力、宗教、社会経
済的地位、文化、性別、性的指向、または性自認）に基づいて、言葉であれ身体的であれ、中傷、侮辱、また
は攻撃する言動を指す。 
成人がかかわるハラスメントのいかなる申し立てについても通知を受けた場合、またはハラスメントを受け
たと感じた場合、以下のステップに従ってください。
1. 身の安全が脅かされていると感じる場合は、警察に相談する。 
2. クラブ役員（クラブ会長または幹事）、地区リーダー（地区ガバナーまたは地区ガバナーエレクト）、あ

るいはゾーンのリーダー（RI理事）に通知する。 
3. 問題について国際ロータリーのクラブ・地区支援室（cds@rotary.org）に報告する。 
4. 青少年がかかわるハラスメントまたは虐待の申し立てはすべて、72時間以内に国際ロータリーに報告

（youthprotection@rotary.org）しなければならない。 
1  ここに挙げられた特性は、ロータリー章典「会合、行事、または活動におけるハラスメントのない環境」からの引用です。ロータリー章典が改

訂された場合、この行動規範も改訂されます。
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ロータリーのビジョン声明

より大きな 
インパクトをもたらす
•	 	ポリオを根絶し、残さ
れた資産を活用する

•	 	ロータリーのプログ
ラムおよびロータリー
が提供する体験に焦
点を当てる

•	 	活動成果を挙げ、それ
を測る能力を高める

ポリオ根絶まであと一歩のところまできたロータリーは、次なる課題に取り組む
心構えができています。より多くの仲間を迎え入れ、より大きなインパクトをもた
らし、世界に変化を生み出すための新たなビジョンの実現に向けて、行動を起こ
す時が来ています。

国際ロータリーとロータリー財団のビジョンを達成するため、今後５年間の活動
を方向づける４つの優先事項が定められました。

ロータリーの戦略的優先事項と目的
参加者の 
基盤を広げる
•	 	会員基盤と参加者の基
盤を広げ、多様化する

•	 	ロータリーへの新し
い経路を創り出す

•	 	ロータリーの開放性
とアピール力を高める

•	 	インパクトとブランド
に対する認知を築く

参加者の積極的な 
かかわりを促す
•  クラブが会員の積極的参加
を促せるよう支援する

•  価値を提供するため、参加者
中心のアプローチを開発する

•  個人的／職業的なつながり
を築くための新たな機会を
提供する

•  リーダーシップ育成およびス
キル研修の機会を提供する

適応力を高める 
•	 	研究と革新、および進ん
でリスクを負うことへの
意思を奨励する文化を
築く

•	 	ガバナンス、構造、プロ
セスを合理化する

•	 	意思決定における多
様な考え方を育むため
に、ガバナンスを見直す

                私たちは世界で、地域社会で
　　　　　　　　　　　　　　そして自分自身の中で 

　　　持続可能な良い変化を生むために  

　　人びとが手を取り合って 
       　　　行動する世界を目指しています

ロータリーの行動計画



64  ガバナーエレクト用ワークブックロータリーの行動計画

                  親睦 
    高潔性
           多様性
               奉仕
            リーダーシップ

今日の世界は、1905年の世界と同じでありません。人口動態が変わり、変化
のスピードが加速し、テクノロジーによってつながりや奉仕の新たな機会が生
み出されています。不変なのは、ロータリーを定義づける下記の価値観に対す
るニーズです。

過去を敬い、未来を見据えながら、私たちは進化を遂げ、ロータリーを時代に
即した組織とするだけでなく、繁栄させることができます。

ロータリーの中核的価値観

4410-JA—(1021)

rotary.org/actionplan


